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『�1人 1人に最良な乳がんの治し方を提案します』

東邦大学医療センター佐倉病院　乳腺外科

2019年 7月 1日発行

乳腺外科 月 火 水 木 金 土

初診・再診 榊原 荒井 榊原 荒井

紹介患者事前診療予約 予約可 予約可

※当院受診の際には、できる限り紹介状をご用意ください。
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乳がんについて

乳がんは今も増えており、2014 年に
は日本人女性の 11人に 1人が乳が
んになることが判りました。また乳
がんは日本人の成人女性のすべての
年代の方（30 歳代から 90 歳代まで）
にほぼ等しく発生します。

乳がんは 9 割の方で治る病気と
なりました

年間 7 万人以上の日本人女性が乳が
んになる時代となりましたが（図 1）、
乳がんに対する治療も最近では目覚
しく進歩しています。乳がんの 5 年
生存率は 91.1%であり（図 2）、乳が
んは 9 割近く治る病気となりました。
そこで今では、乳がんになったこと
よりも、乳がんを治すこと、さらに
は治した後のことをよく考えることが
肝心です。

乳がんに関わるすべての問題に
専門的な立場で対応します

当院は、乳がんの疑いがある方に正
確な診断を提供するとともに、その
方にあった検診の仕方も提案してい
ます。乳がんの治療に際しては、乳
がんの性質や特性を事前に十分把握
し、この情報をもとにその方にあった
手術や治療を考えていきます。特に
手術については、手術後の乳房の整
容性（元の状態をどれだけ維持できるか）の予測、画像診断を最大
限に活用した縮小手術、入院期間を短くする低侵襲手術、形成外
科と連携した乳房再建など多彩な方法を提供しています。またこれ
に加えて、ご本人だけでなく家族のための遺伝相談および遺伝子
検査も行っています。専門病院ならではの多種の専門医や専門ス
タッフがみなさんをサポートします。

1人 1人に最良な乳がんの治し方を提案します

今では乳がんは治し方を選ぶ時代になりました。私たちには 1人 1
人に個性があるように、1人 1人に最良な乳がんの治し方がありま
す。多くの専門的知識や多彩な分析をもとに、最良の治し方を一
緒に相談し探し出しましょう。乳がんに関わる問題や不安をお持ち
のすべての方に幅広く対応しますので、ぜひ一度ご相談下さい。
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東邦大学医療センター佐倉病院　心臓血管外科

2019年 7月 1日発行

心臓血管外科 月 火 水 木 金 土
初診・再診 齋藤 本村

糖尿病網膜症虚血外来 藺藤
紹介患者事前診療予約 予約可 予約可
※当院受診の際には、できる限り紹介状をご用意ください。
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『�心臓手術はこんなに身近なものになりました』�
私たちは、高齢の方にも重症の方にも身体に優しい�
丁寧な手術を推進しています

透析の方への心臓手術

心臓手術は大手術です。ご心配の方も多いと思いますが、医療技術
の進歩により今ではとても安全で体に優しい手術になりました。
糖尿病、高血圧の方が増加しさらに高齢化してきました。それに伴い
慢性腎不全から血液透析を受ける方も増加してきています。さらに当
院では腎臓内科の先生が着任されたことにより血液透析を受けなが
らも心臓手術が必要な患者さんが増えてきました。少し前までは血液
透析の方の心臓手術は困難とされ手術そのものを躊躇される場合も
ありました。しかしながら、当院では腎臓内科の先生方と密接な連携
を取りながらこれまで困難とされていた心臓手術を安全に行う事に成
功しています。皆様の周りにも重い腎臓病のために心臓手術は難しい
と思われている方もおられるかもしれません。是非我々に一度ご相談
下さい。

カテーテルを用いた大動脈瘤への手術
（ステントグラフト挿入手術）

大動脈瘤は怖い病気だと思われています。高血圧や動脈硬化が主な
原因であり、放置していると破裂により突然命を奪ってしまいます。
詳しい検査により破裂する前に余裕を持って手術で治すことが出来ま
す。大動脈瘤は身体のどこに出来るかでその手術の大きさが違ってき
ます。お腹に出来る腹部大動脈瘤と横隔膜よりも上に出来る胸部大
動脈瘤です。腹部大動脈瘤は全身麻酔のみで手術が可能ですが、胸
部大動脈瘤の場合には全身麻酔に加えて心臓の代わりをする人工心
肺操作が必要となります。そのため胸部大動脈瘤は手術が大きくなり
身体への負担が大きくなることがありました。当科ではこの大動脈瘤

に対してカテーテルを用いて大きく切ることなく治す手術をやってきま
した。腹部大動脈瘤では以前からやっていましたが、今年からは胸部
大動脈瘤に対してもこのカテーテルによるステントグラフト挿入術を
開始します（図 1）。もちろん全ての動脈瘤に出来るわけではありませ
ん。不適切な場合もありますので詳しい検査により慎重に決めていま
す。術前に十分な検査を受けて最適な手術を受けていただきたいと思
います。

超高齢の方でも可能な心臓手術

心臓手術は大きな手術ですので、自分はもう歳がいっているから手術
は無理だろうと思っている方も多いでしょう。あるいはそのためにか
かりつけの先生も手術を勧められていない方もいるかもしれません。
しかし最近では手術を受ける方の年齢がどんどん上がっており、手術
患者さんも高齢化が進んでいます。今では検査技術も向上し、手術
前の全身状態が細かく分かるようになり、手術前の全身状態をよりよ
い状態にもってくることが可能になりました。また、麻酔の薬、外科
医の技術、術後管理のレベルも格段に向上しました。その結果、70
歳代での手術は当たり前、80歳代の方が増えてきています。我々は
90歳以上の方も経験しています。80代後半でも手術を受け、元気に
退院し、ご本人だけでなく周りのご家族も皆さんとても喜んでおられ
ます。

小さな傷で可能になりました

かつては大手術だった心臓手術を少しでも負担を減らしたいと思い、
手術の傷もできるだけ小さくしています。冠動脈バイパス手術では足
から血管を採取するのですが、この時も特殊な内視鏡を用いながら
できるだけ小さな傷で行っています。そのおかげで、足の痛みやむく
みが減少し、手術後のリハビリが格段に楽になりました。

皆さんが安心して受けられる心臓手術

以上のような特徴を意識しながら、より安全な心臓手術を進めて参り
ます。とはいってもやはり外科手術の中では大きな手術の部類に入り
ます。手術を受ける患者さんとご家族が安心して受けていただけるよ
うに、私たちは丁寧な説明と誠実な姿勢で日常診療を進めて参ります。
どんなに技術が進歩しても最後は人間関係、人対人、だと思っていま
す。病気をみるのではなく人をみるようにしたい、お互いが一人の人
間として接することができれば、心臓外科医という枠を超えて喜びを
分かち合えると信じています。

図 1　ステントグラフト挿入術。
A：腹部大動脈瘤に対するもの。B：胸部大動脈瘤に対するもの。
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